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§１．研究成果の概要 

 

細胞の蛍光標識は細胞内部の情報を取得する強力な手法として広く普及している。しかし、そこ

で用いられる有機色素の発光（蛍光・りん光）の線幅は数十から数百 nm と広いため、同時に使用

できる色素はせいぜい 2-3 種類程度であった。また、生体組織の発光がバックグラウンドノイズとな

り、シグナルの観測が妨げられるという問題があった。そこで、レーザー発光を利用したラベリング

技術が注目を集めている。レーザー光は極めて鋭いスペクトル幅（1 nm 以下）を持ち、かつ高輝

度であることから、低分子色素が抱えていた問題を根本的に解決しうる。 

一方で、これらのレーザー発振子が共通して抱える問題点の一つに、生体適合性の低さが挙げ

られる。光特性が最重要項目とされてきた従来のレーザー光学において生体適合性に着目した発

振子素材の探求はほとんど例がなかった。現在はレーザー物理で長らく用いられてきたポリスチレ

ンや金属粒子などがそのまま使用されているが、細胞に大きな負荷がかかるため長期に渡る測定

は困難である。 

以上の経緯を踏まえ、本研究では生体適合性材料を用いたマイクロレーザー発振子の実現に

挑む。我々が培ってきたπ共役系高分子を利用したレーザー発振子作成の知見を利用し、溶液

中で生体高分子の微細整形を行ったところ、レーザー発振子として理想的な数 µm ほどの球状粉

体を作成することに成功した。更に、得られた粉体を適切に溶液処理することで、球状の形態を維

持したまま人工の有機発光色素をドープすることに成功した。得られた色素添加球体が大気下で

光共振器・レーザー発振子として働くことを確認している。 

以上のテーマと並行して、アレイ状レーザー発振子の実現を目指した基板上での球体作成にも

挑戦した。有機高分子の薄膜を塗布した基板を有機溶媒蒸気によって処理することで、微細発光

素子が周期的に並んだ構造を得ることができた。本成果は論文発表済みである。 
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